
 

 

 

 

 

 

   六月に入りいよいよ梅雨の季節到来ということになります。 

漢字表記「梅雨」の語源としては、この時期は梅の実が熟す頃であることからという

説や、この時期は湿度が高くカビが生えやすいことから「黴雨（ばいう）」と呼ばれ、

これが同じ音の「梅雨」に転じたという説、この時期は「毎」日のように雨が降るから

「梅」という字が当てられたという説などがあるようです。 

   農作業にとっては恵みの雨になろうとも、行楽や行事には嫌われる雨。降らないよう

にと願いを掛けて「てるてる坊主」を作った経験もあろうかと思います。 

資料で、てるてる坊主を確認できるのは意外と最近で、江戸中期頃に飾られていたこ

とは事実のようです。この頃は現在と異なり折り紙のように折って作られるもので、よ

り人間に近い形をしており、その形代を半分に切ったり、逆さに吊るして祈願したと言

われています。晴天になった後は、瞳を書き入れて神酒
み き

を供え、川に流すと記されてい

ることから、宮崎県高千穂地方などの人形流しにも類似性を見出すことが出来ます。 

  昨今では軒先に吊られている姿をみることもめっきり減りましたが、この季節を楽し

むという意味で作ってみてはいかがでしょうか。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下之郷二丁目において、宅地造成工事に伴う発掘調査を行っています。この調査地は、

平成 26・27 年度に確認調査を実施していますが、今回は擁壁
よ う へ き

と上下水道、ガス管が

埋設される部分を対象として 

います。 

確認調査では、北東側から 

南西方向に向けての大溝と、 

この溝と交差する溝が見つか 

っており、今回の調査でもそ 

の続きを検出しました。 

大溝は、検出面から深さ約 

1.7ｍもあり、溝底に近いと 

ころからは、弥生時代中期の 

土器が出土しています。 

調査の結果から、全ての溝 

がさらに調査区外に伸びてい 

くことがわかりました。（北川) ▲ 上下水道埋設区域 
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▲ 調査地全景 

調査地は事業用地であった場所で、

大きな撹乱坑がありましたが、撹乱さ

れていない場所では、溝や竪穴建物、

柱穴等が検出されました。溝からは弥

生土器や古式土師器が出土しており、

弥生時代中期から古墳時代前期の遺構

とみられます。 

調査区中央では古墳時代後期の竪穴

建物が１棟検出されました。床面から

土師器の甕や須恵器杯蓋などが出土し

ており、6 世紀前半の建物と推測され

ます。4 本の主柱穴が検出されたほか、

北西辺の壁際中央でカマドが見つかり

ました。カマドの焚口には焼土や灰が

厚く堆積していました。 

このほか、多数の柱穴が検出され、

出土土器から平安時代から鎌倉時代に

かけての建物跡と考えられます。 

今回の調査では、多数の遺構が検出

され、この周辺に弥生時代中期から中

世にかけての集落が広がっていたこと

が判明しました。   （伴野） 

 

▲  調査地全景 竪穴建物 

２ 

１ 

吉身五丁目地先で、宅地造成工

事に先立ち、発掘調査を実施しま

した。 

調査地は、JR 琵琶湖線と琵琶湖

大橋取り付け道路が交差する地点

の北側に位置しており、近隣の調

査では、前方後方型周溝墓や奈良

時代の瓦が多数出土しています。

０ ５

５０

2.益須寺・益須寺関連遺跡の発掘調査 

ｍ

▲ 検出遺構全体図 

▲ 竪穴建物平面図 

ｍ
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調 査
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査 位 置

3 日から開

『有形民俗

の暮らしと

います。 

は、お孫さ

る方もおら

いていまし
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近しい歴史
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趣きがある

ス  

置 図 

開催してい

俗資料で見る

生業-』は

さんと共に足

られ、懐か

した。 

昭和という手

史に触れる

ることとは

ようです。

ます春季

る-明治か

ご好評を

足を運ん

しそうに

手の届き

ことは、

また一味
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● １下之郷遺

▲

遺跡調査地 

●

▲  見学風景

● ２益須寺 

益須寺関

景 

関連遺跡調査地
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埋蔵文

20 日（金

した。 

今回の

古博物館

ち」を観

んに同テ

１時間と

どに大変

いう間に

 また、

り、友の

足したと

【後 記】

 五月に

ほどの酷

気を付け

 水分補

した。時

われてお

れた旅人

門外で亡

やせる今

埋蔵

知 ら せ
文化財セン

考古学教室

！-」を、夏

の 2 回開催

は、広報も

で、是非、

文化財センタ

金）に第１

の見学会は、

館の春季特別

観覧すると

テーマで講演

という短い時

変詳しく解説

に時が過ぎて

展示も貴重

の会の会員様

とのお声を頂

】  

に入って発掘

酷暑に肩で息

け下さい。 

補給といえば

時刻になれば

おります。し

人の中には、

亡くならない

今の暮らしは

蔵文化財

せ の コ
ンターでは、

室「鏡の鋳造
ちゅう

夏休み期間

催します。 

もりやま７月

参加してく

ター友の会

回見学会を

、滋賀県立

別展「信長

ともに、高

演して頂き

時間では足

説して頂き

ていきまし

重な資料の

様にから、

頂戴致しま

掘調査が多く

息をすること

ば、奈良時代

ば都の門戸は

しかし、これ

門外で倒れ

いようにとい

は、ありがた

財センタ

コ ー ナ
、古墳時代

造体験
うぞうたいけん

 -古

間中の７月３

月 15 日号

ください！

会は、５月

を開催しま

立安土城考

長の家臣た

高木叙子さ

きました。

足りないほ

き、あっと

した。 

の数々であ

大いに満

ました。 

くなり、外に

ともしばしば

代の平城京の

は閉じられ朝

れは「おもて

れて亡くなる

いう目的で植

たいものだと

ター友の

ー  
代の鏡づくり

古墳時代の鏡

３０日（土

号やホームペ

 

に出ている機

ばあります。

の門外には蜜
み か

朝になるまで

てなし」の為

る方も多くお

植えたと言わ

再確認させ

▲ 安土

の会だよ

鏡

４ 

りを体験す

鏡をつくっ

土）、８月４

ページに掲

機会が多くな

皆様もこま

蜜柑
か ん

の木が植

で決して開か

為に植えられ

おられました

われておりま

られる話です

土考古博物

より  

鏡づくりのモデ

する 

って 

４日 

掲載 

りました。こ

めな水分補給

えられ、旅人

ぬ中、それは

たのではない

。遺体の処理

す。水道をひ

すね。 

館・高木叔

デルです!! 

この時期とは

給など十分体

人の喉を潤

は大層重宝

いのです。長

理に困った役

ひねれば、渇

叔子さんの講

は思えぬ

体調にお

していま

したと言

長旅に疲

役人が、

渇きをい

（今村）

講演風景


